
呉

姫

姓

説

に

つ

い

.
て

江

頭

広

春
秋
哀

公

十
二
年
夏

五
月

に

『孟

子
卒

」

と
記
載

さ

れ

て
ゐ
る
記
事

に

つ
い
て
、
呉
国

は
大

王

の
子
泰

伯

の
子
孫

で
あ
り
、
従

つ
て
姫
姓

で

あ
る
所

か
ら
、
同
姓

た
る
魯

の
哀
公

と
婚

す

べ
き
で

な

い
。
従

っ
て
、
夫
人

の
薨

去

の
際

に
於

け

る
春
秋

の
策

省

の

例

は

「
夫
人

某
薨
」

と
あ

る
べ
き

な

の
に
、
孟

子

の
場
合

は
単

に
前
記

の
如
く

「
孟
子
卒

し
と
記
載

さ
れ
た

の

で
あ

る

と
す

る
説

が
今

ま

で
述

べ
ら

れ

て
来

た
。

こ
の
事

に

つ

い
て
、
撫
藤
常
賢

博

士
よ

り
、
呉

の
泰

伯

の
葬
呉

に

つ
い
て
は
、

一
箇

の
説
話

と
考

ふ
べ
く
、
従

つ
て
呉

は
姫

姓

に
非

ず

と
考

へ
ら
る

る
旨

、
御

教
示

を
受
け

た
。
そ

の
論
拠

に

つ
い
て

は
、
詳

し
く
承

は
る
機

会
を
得

な
か

つ
た
が
、

こ
の
間
題

に

つ
い
て
、
私

な
り

の
考
察

に
基

い
て
述

ぺ
る
事

に
す

る
。

先

づ
呉
太
伯
葬

呉

の
事

は
、
明

ら

か
に

一
箇

の
説
話

に
す
ぎ

な

い
で
あ
ら
う

。
史

記
呉

世
塚

に
、

呉

太

伯

、

太

伯

弟

仲

雍

、

皆

周

大

王

之

子

、

漏

王

季

踏

之

兄

也

、

季

歴

賢

而

有

聖

子

昌

、

大

王

欲

立

季

歴

、

以

及

昌

、

於

是

、

太

伯

仲

雍

二

人

、

乃

犇

荊

蛮

、

文

身

断

髪

、

示

不

可

用

、

以

辟

季

歴

、

太

伯

之

犇

荊

蛮

、
自

号

句

呉

、

と
あ

る
。
先

づ
第

一
に
、

こ
の
大

王

と
王
季

と
夊

王

と
の
在

位
年
数

を
見

る

と
、
明

か
に
不
合

理

な
点

が
見
出

さ

れ
る
。

崔
述

は

之

に

つ

い
て
、
豊

鎬
考
信

録
巻

一
に
於

て

綱

目

前

編

、

股

王

小

乙

二

十

六

册

、

古

公

遷

岐

、

又

四

十

四

年

、

当

武

丁

之

四

十

繭
祀

、

而

季

歴

生

又

五

十

四

年

、

当

祖

甲

之

二

十

八

祀

、

而

文

王

生

、

是

年

古

公

卒

、

自

遷

岐

至

是

、
・
凡

九

十

七

年

、

四

十

七

年

、

而

後

季

歴

卒

、

大

王

剪

商

之

志

、

頼

大

伯

不

従

而

逃

之

、

是

以

武

丁

得

以

中

興

、
余

按

、
若



、

.

'

二

略y
{
;

」
・

雪

炉
ξ

髪
驚

轟

呵
、"大

王

享

国

百

余

年

、

寿

百

有

数

十

才

、

季

雌

又

年

百

才

、

殷

自

小

乙

至

紂

凡

十

世

、

表

兄

終

弟

及

者

二

君

、

実

凡

八

世

、

文

王

与

紂

同

時

、

而

大

王

乃

在

小

乙

之

世

、

以

三

世

当

八

世

、

此

必

無

之

事

也

、

况

遷

岐

之

日

、

姜

女

同

来

、

則

季

歴

之

生

、

太

姜

当

不

下

六

七

十

才

、

舛

誤

如

此

、

而

遷

岐

之

後

、

武

丁

巳

立

、

樵

据

猶

未

及

攘

、

柞

械

未

及

抜

、

剪

商

安

得

易

、

季

歴

於

後

四

十

四

年

始

生

、

文

王

於

後

九

十

七

年

始

生

、

大

任

何

以

預

知

其

有

塑

孫

、

而

太

伯

又

将

譲

之

於

誰

乎

、

と
言

ひ
、
季
歴

に

つ

い
て
は
、

紀

年

以

殺

季

歴

者

文

丁

、

孔

叢

子

以

命

季

歴

者

帝

乙

、

帝

乙

文

丁

之

子

也

、

季

歴

既

死

於

文

丁

之

世

、

帝

乙

安

得

而

命

之

…
…

王

季

之

事

不

可

詳

考

、

と
言

ふ
。

こ
れ
等
諸

歴
史
書

に
於

て
、
紀

年

に
誤

の
あ

る
事

は
、

こ
の
大

王
王
季
文

王
を
通

じ

て
の
説

話

が
、

た

と

へ
創
作

で

は

な

い
と

し
て
も
、

完
全

に
史
実

に
基

く
も

の
で

な

い
事

を
明

ら
か

に
し

て
ゐ
る

。

ぬ

次

に
、
太
伯
虞

仲
王
季

三
兄
弟

に

つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
れ

に

つ
い
て
は
、
私

は

「
字

に

つ

い
て
凵

な

る
論
文

に
於

て
述

べ
た

の
で
、
簡

短

に
記

す

と
、
伯
仲

叔
季

な
る
字

が
兄
弟
依

次

之
称

で
あ

る
と
し

て
も
、

こ
の
兄
弟

は
叔
兄

を
欠

く
、
諸

書

を
調

べ

て

み

て
も
、
叔

兄

の
存
在

が
明

ら
か
で

な

い
。

し
か
も
王
季

が

「
季

」
を
称

し

て
ゐ

る
事

は
、

こ

の
兄
弟

が
単
な

る
説

話

上

に
作

為

さ

れ
た
人
物

で

あ
る

か
の
飆
き
疑

を
抱

か
し

め
る
。

一
仮
説

と
し

て
、
季
歴

な

る
人
物

が
あ

つ

て
、
太

伯
伯

漢
仲

な

る
人
物

が
創

造

さ

れ
た
も

の
で

あ
ら
う

と
も
考

へ
る
事

が
出
来

や
う
。

し

か
し
乍

ら
、
先

年
ま

で
説

話

上

の
王
朝

と
さ

れ
た
殷

が
、

殷
墟

の
発

見

に
よ

り

て
、
歴

史
上

に
実

在

し
た
王
朝

で
あ

る
事

が
証

明

さ
れ
、

又
貝
塚
博

士

は
、
に

犬
戎

と
周

と
の
戦
を

、
甲

骨
文
字

に
基

い
て
証
明

さ

れ
た
。

乂
、
全

く
架
空

の
人
物

が
歴
史

上

に
創
造

せ

ら
れ
る
事

は
あ

り
得

な

い
の

で
あ

つ
て
、

何
等

か
の
事
実

の
上

に
歪

め
ら

れ
た
説
話

が
成
立

す

る

と
考

へ
る
事

が
、
歴

史
上

の
説

話
を
解
釈

す

る
場

合

に
於

け
る
私

の
立

楊

で
あ
る
。

し

か
り
と

す

れ
ば
、
太
伯

葬
呉
説
話

の
原
形

を
求

め
る
事

は
全

く
無
駄

な
事

と
は
贅

へ
な

い
と
思

ふ
。

先

づ
太
伯

に

つ
い
て
、

太
伯

は
虞
仲

と
行

を
共

に
し

た

の
で
は

な

い
と
す

る
説

が
あ

る
。
崔
述

は
、
豊

鎬
考

僧
録

巻
九

に
於

て
、

大

王

周

之

賢

王

、

癈

長

立

小

、

庸

主

猶

或

不

為

、

况

大

王

乎

、

聖

人

之

生

、

固

異

於

常

児

、

然

其

徳

一
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亦

必

待

壮

而

後

成

、

且

大

王

安

知

王

季

之

必

伝

之

文

王

と
先

づ

こ
の
説
話

の
予
盾

を
突

き

、

又

按

、

詩

云

、

柞

域

斯

抜

、

松

柏

斯

兌

、

帝

作

邦

作

対

、

自

太

伯

,王

季

、

似

太

伯

己

嘗

君

周

、

而

後

譲

之

王

季

、

論

語

逸

民

有

虞

仲

而

無

太

伯

、

而

亦

似

独

虞

仲

亦

未

嘗

為

君

者

、

或

太

伯

既

立

之

後

、

譲

之

虞

仲

、

虞

仲

逃

之

而

後

、

譲

之

王

季

乎

、

と
述

べ

て
、
太
伯

は

一
旦
即
位

の
後

、
王
季

に
位

を
譲

つ
た

と
考

へ
て
ゐ

る
。
又
王
応
鱗

も
困

学
紀
聞

巻

四

に
於

て
、
左

伝
哀

五

年

に
、

「
太
伯
端
委

、
以
治

周
礼
、
仲
雍

嗣
之

、
断

髪
文
身

、
舐

以
為

飾

」
と

あ
る
を
根

拠

と
し

て
、

伝

言

、

太

伯

端

委

、

仲

雍

断

髪

、

史

云

、

二

人

皆

文

身

断

髪

、

示

不

可

用

、

文

身

断

髪

、

自

辟

害

、

遠

適

荊

蛮

、

周

人

不

知

其

処

、

何

以

須

示

不

可

用

、

皆

遷

之

謬

也

、

と
史
記

の
矛
盾

を

つ
き
、

又
翁
注

困
学

紀
聞
引

、
葉
夢

得

の
言

に

は
、

以

春

秋

考

之

、

断

髪

文

身

蓋

仲

雍

、

泰

伯

無

与

焉

一お

と
あ

つ
て
、
何

れ
も

、
太
伯

と
虞

仲

を
分
離

し

て
論

ず

べ
き
事

を
説

い
て
ゐ
る

。

弓

更

に
史

記
楚

世
冢
伯
.霜

条

に
、

熊

厳

十

年

卒

、

有

子

四

人

、

熊

厳

卒

、

長

子

伯

霜

、

代

立

、

熊

霜

卒

、

仲

雪

死

、

叔

堪

亡

、

而

少

弟

季

狗

立

と
あ
り
、

同
じ
く

、
楚

世
球

昭

王
条

に
、

昭

王

病

甚

、

譲

其

弟

公

子

申

為

王

、

不

可

、

又

譲

其

弟

公

子

結

、

亦

不

可

、

乃

譲

次

弟

公

子

閭

、

五

譲

、

乃

許

為

王

と
あ

り
、

又
異
世
家

諸
樊
条

に
は
、

寿

夢

、

有

子

四

人

、

長

日

諸

樊

、

次

日

余

祭

、

次

日

余

昧

、

次

日

季

札

、

季

札

賢

、

而

寿

夢

欲

立

之
、

季

札

譲

不

可

、

於

是

乃

立

長

子

諸

樊

、

摂

行

事

当

国

、

十

三

年

王

諸

樊

卒

,
有

命

授

弟

余

祭

、
欲

伝

以

次

≠

ず

,

霧

・3ー

"

難

賻

.



'ゾ

・
ン

ヤ

、
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串

亳

・

誓

必

致

国

於

李

札

而

止

、

以

称

先

王

寿

夢

之

意

、

且

嘉

季

札

之

義

、

兄

弟

皆

欲

致

国

、

令

以

漸

至

焉

と
あ

つ
て
、
結
局
札

は
即
位

し
な

か

つ
た

の
で
あ

る
が
、
長
子

と
末
子

と
の
間

に
特
殊

な
関
係

が
あ

つ
た
事

は
考

へ
ら
れ

る
。

そ

こ
で
私

は
、
前
引

「
字

に

つ
い
て
」

な
る
論
文

に
於

て
、

こ
の
豪
子

と
末

子

と
の
間

に
存

在

す

る
特

殊

な
関
係

を
以

て
す

れ

ば

、
太

伯

と
王
季

と
の
間

に
も

同
様

な
関
係

が
あ
り
、

王
季

が
第

三
子

で
あ

り

な
が
ら

「
叔
歴

」

と
称

さ
れ
ず

し
・て

「
季

歴

」

と

称

さ

れ
た

の
も
之

に
基

く
も

の
で
あ
り
、

又
王
季

の
即
位

前

に
、
太
伯

の
即
位

が
あ

つ
た
で
あ

ら
う
事

を
述

べ
た

。

要

す

る

に
、
太

偵

に
関
し

て
は
、
虞

仲

と
異
な

り
、

一
旦

即
位

の
後

、
王
季

に
譲

位

し
た

と
見

る

べ
き

で

あ
り
、

然

り

と
す

れ

ば

、
太

伯

に

つ

い
て
は

「
葬
呉
」

の
事

は
認

め
が
た

い
。

・

・

次

に
虞
仲

に
関

す
る
説

話

で
あ
る

が
、

こ
の
虞

仲

に

つ
い
て
の
古
文

献

を
見

る

と
、

ω

太

伯

虞

仲

大

王

之

昭

也

、

太

伯

不

従

是

以

不

祀

(
左

伝

僖

公

五

年

)

②

太

伯

端

委

、

以

治

周

礼

、

仲

雍

嗣

之

、

断

髪

文

身

蹴

以

為

飾

(
左

伝

哀

公

七

年

)

㈲

謂

虞

仲

夷

逸

、

隠

居

放

言

、

身

中

清

、

癈

中

権

、

(
論

語

微

子

篇

)

ω

呉

太

伯

、

太

伯

弟

仲

雍

、

皆

周

大

王

之

子

、

而

王

季

雌

之

兄

也

・…
3

太

伯

仲

雍

乃

犇

荊

蛮

、
文

身

断

髪

、

示

不

可

用

…
…

呉

太

伯

卒

、

無

子

、

弟

仲

雍

立

、

是

為

呉

仲

雍

、

仲

雍

卒

、

子

季

簡

立

、

季

簡

卒

、

子

叔

達

立

、

叔

達

卒

、

子

周

章

立

、

是

時

周

武

王

、

求

太

伯

仲

雍

之

後

、

得

周

章

、

周

章

己

慰

呉

、

因

而

封

之

、

乃

封

周

章

弟

虞

仲

於

周

之

北

故

夏

墟

、

是

為

虞

仲

(
史

記

呉

世

家

)

と
四

者

が
あ
る
。

そ

こ
で
、

こ

れ
等

の
虞
仲
或

は
仲
雍

に

つ
い
て
の
諸

家

の
説

を
見

る

と
、
先

づ
毛

奇
令

は
論
語
楢

求
篇

に
於

て
、

虞

仲

初

本

名

仲

、

而

以

共
-封

虞

、

始

名

虞

仲

、

蓋

犀

章

之

弟

仲

雍

之

曾

孫

也

、

左

伝

哀

七

年

、

子

服

景

伯

称

、

泰

伯

端

委

、
・
以

治

周

礼

、

仲

雍

嗣

之

、

但

称

仲

雍

、

不

称

虞

仲

、

惟

橲

五

年

宮

之

奇

臼

、

太

伯

虞

仲

、

大

王

之

昭

也

、

此

追

原

虞

仲

封

鬮

所

始

、

以

為

此

虞

之

封

国

、

実

惟

大

王

之

昭

故

也

、

其

所

指

虞

仲

即

仲

雍

之

孫

唯
'
不

指

仲

雍

、

然

而

亦

日

、

大

王

之

昭

者

、

此

猶

魯

公

封

干

魯

、

周

公

未

嘗

封

魯

酬
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也

、

而

在

伝

日

、

魯

衛

毛

聴

、

文

之

昭

也

と
言

ふ
が
、

太
伯

の
弟

仲
雍

と
、
周
章

の
弟
・虞

仲

を
折

角
区
別

し

て
お
き
な

淋
ら
も
、
周
章

の
弟

虞
仲

即

ち
大

王

の
玄
孫

を
以

て
、

「
大

王
之
昭

也
」

と
言

ふ
は
、
昭
穆

の
本

義

た
る

「
穆
生
昭

、
昭
生

穆

」
働

な
る

、
祖

孫
同
斑

、

父
子
異
斑

の
法
剣
"

を
知

ら

ざ

る
論

で

あ
る
。

即

ち
、
仲
雍
"虞
仲

の
昭
穆

関
係

は
、

(
昭
)

(
穆

)

(
昭

)

(
樫
)

大
.
■

鷹
罐
爺

ー

豐

虞

仲

(
豊

年

)

「

虞

仲

(
史

記
)

一

で
あ

つ
て
、
僖
葦

の
虞
仲

は
杢

の
昭
、
器

の
虞
仲

籔

達

の
穆

で
あ
る
・
次

に
・
糞

武
は
易

馨

八
虞

仲
条

に
・

棚

史

記

泰

伯

之

奔

荊

蛮

、

自

号

句

呉

、

荊

蛮

義

之

、

従

而

帰

之

干

余

家

、

立

為

呉

太

伯

、

太

伯

卒

、

無

子

、

弟

仲

雍

立

云

々

と
先

づ
史
記

の
文

を
述

べ
で

、

・

按

之

則

仲

雍

呉

仲

雍

、

而

虞

仲

仲

雍

之

曾

孫

也

。

殷

時

諸

候

有

虞

、

国

詩

所

云

、

虞

黄

質

厥

成

者

、

武

王

時

国
,滅

而

封

周

章

之

弟

於

其

故

墟

、

乃

有

虞

仲

之

名

耳

、

論

語

逸

民

虞

仲

夷

逸

、

左

伝

大

伯

虞

仲

、

大

王

之

昭

也

、

即

謂

仲

雍

為

虞

仲

、

是

祖

孫

同

号

、

且

仲

雍

君

興

、

不

当

觜

虞

、

古

呉

輿

二

字

多

通

用

、

…
…

窃

疑

二
書

所

称

虞

仲

、

並

是

呉

仲

之

誤

也

。

又

放

呉

越

春

秋

、

太

伯

日

、

其

当

有

封

者

呉

仲

也

。

則

仲

雍

之

称

呉

仲

固

有

微

矣

と
言

つ
て
、

仲
雍

と
虞

仲

の
別

を
論

じ

て
ゐ
る
。
即

ち
彼

の
論

に

よ
れ
ば

,

笹

護
鯛

.

・

襄

㌻

.,
齧

熟

㍉

～

ド
ぜ鸞

蠶

、「「護
ゴ

麓



辱

号'
・

コ

太

伯

㎝「

仲

雍
=

虞

仲
ニ

呉

仲

(
史
記
、
左
伝
哀
七
年
)

(
論
語
、
左
伝
僖
五
年
)

(呉
越
春
秋
、
日
知
録
)

周
章

[

虞

仲

(史
記
)

と
な
る
。
鄰

ち
、
左

伝
僧

五
年

に
言

ふ
大
王

の
昭

た

る
虞

仲

及

び
論
語

に
言

ふ
逸

民

た

る
虞
仲

は
呉
虞

同
音

な
る
所

か
ら
、
太
伯

呉
仲

の
誤

で

あ
り
、

こ
の
呉
仲

と
は
同
時

に
、
太
伯

の
弟
仲
雍

の
事

で
あ

る
。
虞

仲

と
は
仲
雍

の
曾

孫

に
し

て

、
周

韋

の
弟

た
る

虞

に
於

て
国

を
創
建

し
た
人
物

で
あ
る

と
述

べ

て
ゐ

る
。
し

か
し
な
が
ら
虞
国

と
呉
国

は

一
応

画
者

共
周

初

に
存

在
し

た
の

で
あ

り
、
又

、
呉

に
君
た

り
し
虞

仲

が
論
語

に
於

て
逸

民

と
称

せ

ら
れ
る
事

は
不
含
埋

で
あ
る
。

そ

こ
で
、
崔

述

は
豊
鏑
考

信

録
巻
九

に
於

て
、

余

按

、

伝

所

謂

虞

仲

、

乃

大

王

之

子

、

非

周

章

之

弟

也

、

若

至

仲

之

曾

孫

、

始

遷

於

虞

、

則

伝

不

得

称

虞

仲

、

太

伯

君

呉

、

而

称

呉

太

伯

、

仲

君

呉

而

虞

仲

、

有

是

埋

乎

、

且

論

語

、

以

虞

仲

為

逸

民

、

若

嗣

太

伯

而

有

国

、

豈

容

復

謂

之

逸

、

然

鋼

哀

七

年

伝

之

仲

雍

、

非

太

王

之

子

、

大

王

之

子

自

称

虞

仲

、

非

伝

之

仲

雍

、

疑

史

記

、

因

見

哀

七

年

伝

仲

雍

嗣

太

伯

之

文

、

遂

誤

以

仲

雍

為

太

伯

、

因

以

伝

之

虞

仲
、

別

属

之

周

韋

之

弟

也

・
ど
言

ふ
。
彼

の
説

を
図
示

す

れ
ば

一
21

一

コ

太

伯

「

虞
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仲

仲
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(
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僖
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)
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、

史

記

)
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と
な
る
。
即

ち
、
史
記

に
於

け

る
周
章

の
弟

た
る
虞
仲

は
抹
殺

さ

れ
、
左
伝
禧

五

の
太
伯

の
弟

に
し

て
虞

国

の
君

た

る
虞

仲

と
、

論
語
逸

民

た

る
虞

仲

と
、
左
伝
哀

七
及

び
史
記

の
文
身
断

髪

せ
る
大
王

の
子

に
非

ざ

る
仲
雍

と

が
あ
る
事

に
な

る
。

然
ら

ば

こ
の

最
後

の
仲
雍

は
、
太
伯

の
弟

に
非

ず

し
て
呉
王

と
な

つ
た
人
物

で

あ
る

と
考

へ
ら

れ
る
。

こ
の
崔
述

の
諭

に
於

て
、
論
語

に
於
け

る
虞
仲

と
、
左
伝

史
記

に
於

け
る
虞

仲

と
を
区

別

し
た

の
は
正

し

い
。
論
語

に
於

け

る

虞
仲

に
つ

い
て
は
、
愈

褪

が
群
経
平
議

巻

四

に
於

て
、

竈

謹

案

、

虞

伸

不

詳

何

人

、

旧

説

以

為

伸

雍

非

也

。

仲

雍

在

伯

夷

叔

斎

前

百

余

年

、

豈

当

反

列

其

後
、

且

仲

雍

即

君

呉

、

子

孫

世

有

呉

国

、

豈

得

目

之

為

民

、

窃

疑

虞

仲

、

乃

春

秋

時

虞

公

之

弟

、

桓

十

年

左

伝

、

虞

叔

有

玉

、

杜

注

以

為

虞

公

之

弟

、

虞

仲

亦

其

類

耳

、

当

時

国

君

之

弟

、

毎

以

伯

仲

繋

国

称

之

、

若

桓

十

七

年

蔡

季

、

荘

二

年

陳

叔

、

皆

是

也

、
虞

仲

次

伯

夷

叔

斎

之

後

、

殆

亦

譲

国

之

賢

公

子

乎

、

書

伝

無

、

宣

従

蓋

躪

、

顧

氏

炎

武

、

欲

虞

仲

論

呉

仲

、

恐

反

失

之

矣

。

と
あ
る

に
尽

き

る
。
論
語

に
於
け

る
虞
仲

は
、
太
伯
虞

仲
説

話

と

は
無

関
係

で

あ
り
、

こ
の
点
崔
述

の
論

は
正

し
く
、

炎

武
が
、

呉

の
仲
雍

を
論

ず
る
際
、
論
語

の
虞
仲

を
以

て
、
呉
仲

即
仲
雍

な
り

と
し
た
の

は
、
誤

で
あ
る

。

か
く

て
、

上
記

の
諸
説

を
見

れ
ば
、

春
秋

及
び
史
記

の
説

に
既

に
混
同

を
生

じ

て
ゐ
る
為
、

こ
れ
を
解
釈
す

る
諸

学
者

の
間

に

於

て
も
、
そ

の
論

に
明
確

さ
を
欠
く

が
、
崔
述

の
論

が
最
も
論

理
的

で
あ

る
と
言

へ
る
。

そ
こ
で
虞

仲

に
関
す

る
説

話
を
整

理

す

れ

ば
、

大
王
糠

(
左
伝
僖
五
)

颱
仲

(
論
語
)

一
22一

仲

虞
②

(
左

伝

哀

七

、

史

記

)

…
[
鷺◎

(
史

記

)

ぎ



》

ぜ

箕

、臨

圭

判

ー

之
毒
賦

と
な
り

、

①
の
虞
仲

は

「
大

王
之
昭
」

に
し
て
、
虞

国

の
君

で
あ
り
、
④

の
仲
雍

は

「
文

身
断
髪

」

せ
る
呉
王

と
し

て
の
仲
雍

で
あ

り
、
太

伯

を
購

い
だ

と
す
る
左
伝
哀

七
、
及

び
史

記

の
記
事

が
誤

で
あ

る
事

は
、
哀

七
年

の
記
事

に

「
太
伯
端
委

、
仲

雍
文

身
」

と
あ

る

事

で
既

に
矛
盾

を
含

ん
で
居
り
、
史
記

は

こ
の
哀

七
年

の
記
事

を
其

儘
誤

つ
て
引
用

し
た

の
で
あ

る
。

◎
の
虞

仲

は
春
秋

時
代

の

虞

公

の
弟

で
、
従

つ
て
、
左

伝
催
五

の
虞

仲

の
子
孫

で
同
名

で
あ

る
。
④

の
虞
仲

は
、

①

の
虞

仲
郎

ち
大

王

の
子

の
虞
仲

が
虞
国

の
君

で

あ
る
限
り
、
新

に
封

ぜ
ら

る
る
筈

が
な
く
、

一
箇

の
説

話

と
し

て
沫
殺

さ

る

べ
き
で
あ

る
。

以

上

の
如

し
と
す

れ
ば
、
太

伯
郵
呉
説

話

は
、
太
伯

は
周

に
あ

つ
て
即
位
し

た
後

、
之

を
王
季

に
伝

へ
、
虞

仲

は
、
虞

に
封

ぜ

ら
れ
、
更

に
別

に
仲
雍
説
話

、
周
章

弟
虞

仲
説
話

が
、
呉

に
存
在

し
た

と
考

へ
る
事

が
出
来

る
。
然

ら
ば
虞
仲

が
虞

に
建

国

し

た

の
は
何
故

で
あ

り
、
又
呉

に
太
伯
莽

呉
説

話

が

(
仲
雍

及

び
虞
仲

説
話

を
含

ん
で
)
行

は
れ
た

の

は
何
故

か
、

先

づ
呉
音

と
虞

音

が
多

く
通

用

し

て
用

ひ
ら
れ
た
事

を
考

へ
て
見

た

い
。
史
記

趙
世
家

に

「
呉
広
内

其
女

孟
姚

」

と
あ
る

に
対

し
、
司

馬
貞

は
史
記

索
隠

に

「
古
虞

呉
音
相

近
、
故
舜
後
亦

姓

呉

」

と
あ
り
、
爾
雅

釈
名

に

「
呉
虞

也
」

と
あ

り
、

石
鼓

文

に
、

「
呉
人

」

と
あ

つ
て
注

に

「
虞

人
也

」

と
言

ひ
、
水

経
注

に

呉

山

存

研

県

西

、

古

之

薪

山

也

、
国

語

所

謂

虞

也

と
あ

る
。
更

に
顧

炎

武

は
日
知
録
巻

四

に
於

て
、

詩

不

呉

不

敖

、
.漢

書

武

帝

紀

引

作

不

虞

不

鶩

、

衛

尉

衡

方

碑

辞

引

、

不

呉

不

揚

、

作

不

虞

不

揚

、

公

羊

伝

定

公

四

年

、

晉

士

鞅

衛

孔

囲

、

師

師

伐

鮮

虞

、

本

或

作

呉

、

楊

用

修

日

、

呉

古

虞

字

省

文

、

如

省

為

乎

。

櫨

之

省

為

相

也

、

今

昆

山

有

浦

名

大

虞

小

虞

、

俗

謂

之

大

呉

小

呉

、

漢

書

地

理

志

、

河

東

郡

大

陽

呉

山

、

在

西

上

有

呉

城

、

史

記

秦

本

紀

、

昭

衰

王

五

十

三

年

、

伐

魏

取

呉

城

、

周

武

王

封

太

伯

後

於

此

、

是

為
虞

公

、

後

漢

郡

国

志

、

太

陽

有

、

呉

山

上

有

虞

城

、

水

経

注

、

亦

作

虞

城

、
虞

城

之

書

為

呉

城

、

と
呉
虞

同
音

に
し

て
、
呉

は
屡
虞

と
記

さ

れ
、
更

に
呉

は
虞

の
省

文

な

る
事

を
説

い
て
ゐ

る
。

そ

し
て
、

呉
世
家

に
於

て
は
、
周

一
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章

弟
虞

仲
所
封

の
地

を

、

武

王

封

周

章

之

弟

虞

仲

於

周

之

北

故

夏

墟

と
述

べ

て
ゐ

る

が
、
先

に
も
述

べ
た

如
く

、

こ
の
虞
仲

は
、

周
章

の
弟

で
な
く
、
太

伯

の
弟

で
あ
る

日
知
録

に
も
引

く

ご
と
く

、
河
東
郡

大
陽
麋

の
虞
城

で
あ

り
.
漢
書

地
理
志

に
、

「
河

東
郡
太
陽

呉

ひ
、
後

漢
書
郡
国
志

に

「
大
陽
内
呉

山
上
有

虞
城

」

と
冒

ふ
地

で
あ
る

。
即

ち

こ
の
地

が
呉
城

と
も

が
指

摘

さ

れ
る
で
あ

ら
う

。
更

に
、

こ
の
地

に

つ

い
て
銭
穆

は

「
古

三
苗

彊
域
考

」

に
於

て
、

河

東

之

虞

、

則

為

太

伯

虞

仲

之

国

也

、

衡

山

即

指

河

東

大

腸

之

虞

山

虞

阪

而

大

陽

、

統

得

薄

山

之

称

、

亦

均

可

有

衡

山

之

号

也

、
余

考

周

初

地

理

、

定

会

稽

山

同

地

、

括

地

志

所

謂

会

稽

一
名

衡

山

、

又

足

為

余

衡

山

乃

河

東

山

之

切

証

、

是

地

名

逓

播
、逓

遠

之

誤

説

、

又

云

荊

蛮

者

、

呉

越

春

秋

云

、

禹

巡

天

下

・

登

茅

山

為

槽

山

、

亦

日

苗

山

、

水

経

河

水

注

、

太

陽

有

茅

亭

、

故

茅

戎

邑

、

茅

蛮

呉

起

所

謂

、

三

苗

之

国

、

衡

山

布

其

北

蓉

、

自

河

東

蒲

阪

以

至

安

邑

、

在

古

本

蛮

、

荊

即

禹

貢

、

「
荊

及

衡

州

惟

荊

州

」

之

荊

、

古

三

苗

彊

域

.

南

極

荊

山

、

尚

盛

、

故

常

連

為

荊

蛮

、

遂

似

太

伯

虞

仲

之

居

河

東

衡

山

者

、

亦

称

之

荊

蛮

衡

山

之

荊

蛮

、

其

初

意

蓋

如

此

、

積

久

而

昧

之

、

作

呉

越

春

秋

者

、

釆

及

其

文

太

伯

至

江

南

之

事

焉

、

余

考

周

初

地

理

、

以

越

絶

書

会

稽

称

茅

山

、

誑

在

河

東

山

、

証

太

伯

虞

仲

未

遠

逃

江

南

、

而

河

東

諸

山

、

古

亦

称

衡

山

、

於

此

亦

得

其

と
言

ふ
。
そ

し

て
斑

段
に

王

令

毛

公

…
…

伐

東

或

療

戎

、

威

、

王

令

呉

伯

、

以

乃

左

比

毛

父

と
あ

つ
て
、
陳
槃

氏

は
、

「
春
秋

大
事

表

列
国
爵
姓

及
存
滅

裘

誤
與
虞

国
条
15

に
、

「
此
興

…
…

即

と
す

れ
ば
輿
仲

が
建
国

し
た
虞

の
地

は
又

呉

と
も
よ
ば

れ
、
虞

君

は
呉
君

と
も

よ
ば

れ
た
。

そ
し

て

講



モ
起

夢

㌔

'

T

が
、
周

初
存

在
し
た

と
す

れ
ば
、
同
音

の
江
南

の
地

「
呉
」

に
住
む
南
方

民
族

が
、

こ
の
説
話

を
南
方

に
伝

へ
て
、
白
国

の
建
国

説
話

と
し
た
事

は
充
分

あ

り
得

る
事

で
あ

る
。

し

か
し
な
が

ら
、

こ
れ
は
飽

く

ま
で
説
話

の
伝

播
即

ち

「
文
化

の
傍
播

」
と

し
て

考

ふ
べ
き

で
あ

つ
て
、

「
晟
族

の
移

動
」

即
ち
、
姫
姓

が
江
南

の
地

に
至

つ
て
建
国

し
た

と
考

ふ
べ
き
で

は
な

い
。

そ

れ
は
先

づ
春
秋

三
伝

に
於

て
呉

を
如
何

に
見

て
ゐ
た

か
を
調

べ
て
も
明

か

で
あ

る
。

即
ち
、
左

伝
襄

十

年

に

は
、

「
呉
東
夷

之

国
」

と
言

ひ
、
穀
梁

伝
襲
十

三
年

に
は
、

「
呉
夷

狄
之
国

也
、
祝
髪
文

身
」

と
言

ひ
、
公
羊

伝

に
は
、

ω

夏

戌

辰

、

呉

敗

頓

胡

沈

蔡

陳

許

之

師

干

鶏

父

、

此

偏

戦

、

曷

為

以

詐

戦

之

辞

言

之

、

不

与

夷

狄

之

主

中

国

也

(
賈

注

、

今

呉

席

上

而

言

戦

、

則

主

中

国

辞

也

)

然

則

曷

為

不

使

中

国

主

之

、

中

国

亦

新

夷

狄

也

(
昭

二

十

四

年

公

羊

伝

)

②

叔

孫

僑

会

晉

宋

斉

衛

鄭

会

呉

…
…

曷

為

殊

会

呉

、

外

呉

也

、

曷

為

外

也

、

春

秋

内

其

国

而

外

諸

夏

、

内

諸

夏

而

外

夷

狄

也

(
成

十

六

年

公

羊

伝

)

一
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公

会

晉

候

及

呉

子

干

黄

池

、

呉

何

以

称

子

、

呉

主

会

也

、

呉

主

会

則

曷

為

先

言

晉

候

、

不

与

夷

狄

【

之

主

中

国

也

(
哀

十

三

年

公

羊

伝

)

と
書

ふ
、
即

ち
呉

は
姫
姓

と
言

は
れ
な
が

ら
も
夷

狄
を
駄

て
目

さ

れ

て
ゐ
る

の
を
見

て
も
、
中

原

の
人

々
が
呉

を
夷

狄

と
し

て
区

別

し

て
ゐ
る
事

が
わ

か
る
。

次

に
は
、
岡
崎
文

雄
氏

が
支
那
古
代

史
要

に
於

て

呉

の
公
家

が

周

の
系
統

で
あ
る
事

は
後

世
史
家

の
附
会

に
す
ぎ

な

い
、

呉
に
関

す
る
色

々
の
物

語

を
綜

合

し

て
見

て
も
、

北

方

か
ら
移
動

し
た

と
言

う
形

跡

は

み
え

な

い
、

む
し
ろ
蘇
州
方
面

を
中
心

と
す

る
南
方

の

一
會
長

の
家

柄

で
あ

ろ
う
。

と
指

摘

さ

れ
て
ゐ
る
や
う

に
、

呉
国

に
関

す

る
説
話

に
は
北
方

か
ら
移
動

し
た
事

を
示

す
も

の
が
全

く

な

い
。

次

に
あ

ぐ
べ
き

は
中
原

の
姫

姓

に
対

し

て
、
文
化

が
全

く
異

な
る
点

で
あ

る
。
所

謂

「
文
身

断

髪
」

は
越

も

こ
の
風
俗

を
持

ち

.

南
方

民
族

の
風
習

で
あ
る
事

が
明

ら
か
で
あ

る
。

そ

の
他

に
特

に
あ
ぐ

べ
き

は
、
そ

ぬ
名
号

で

あ
る
。
元

来
中

国

の
名
号

に

は
二

種

類

あ
る
。



醪

i
一
は
、
春
秋

左
伝

桓

六
年

に
申
編

が
桓
公

に
対

へ
た
言

と
し

て
、

名

有

五

、

有

儒

有

義

有

象

有

仮

有

類

、

以

名

生
.
為

信

、

以

徳

命

為

義

、

以

類

命

為
,象

、

取

於

物

為

仮

軍

於

父

為

類

、

と
あ

る

ご
と
く
、
意

義

に
よ

つ
て
命
名

さ

れ
る
。
そ

し

て
、
魯

に
於

け
る

如
く
、

桓
公

允

、
荘

公

周
、
闘
公
啓

禧
公

申
、
交

公

興

宣

公

成

公
黒
肱

、
襄
公
午
昭

公
稠
定
公

宋

、
'哀
公

蒋
等
概

ね

一
字

名

で
あ
る
。

こ
れ
に
対

し
、
他

の

一
は
、
左
伝

宣

四
年

に
、

楚

人

謂

乳

穀

、

謂

虎

於

菟

、

故

命

之

(
子

元

)

日

闘

穀

於

菟

と
言

ふ
如
く

、
漢
字
あ

意

義

に

よ
ら

ず

し
て
恐

ら
く

は
語
源

を
異

に
せ
る
も

の
の
漢

音
訳

で
あ

る
。

そ
し

て
楚

に
於
け

る
如

く
、

若
敖
,
霽

敷
、
竕
冒

、
堵

敖
、鄭
敖
等

二
字
又

は
そ

れ
以

上

の
字

数

の
名
を
持

つ
て
ゐ
る
。

こ

の
名
号

の
分

類

に
基

い
て
呉

の
諸

王
を
見

る

と
、
意
義

に
基

く
名

は
、

太

伯

、

仲

雍

、

季

簡

叔

達

、

虞

仲

季

礼

音
訳

に

よ
る
名

は
、

一%

熊

遂

、

柯

柑

、

彊

鳩

夷

、

余

橋

疑

吾

、

柯

虚

周

緜

屈

羽

、

夷

吾

禽

処

、
転
、
頗

高

、

句

卑

、

去

斉

、

寿

一

夢

、

諸

樊

、

余

祭

、

余

昧

、

州

干

、

閣

盧

夫

差

で
あ

つ
て
、
明

か
に
姫

姓

の
魯

等

と

は
異

な
る
命
名
法

で
あ

り
、
且

つ
意
義

に
基

く
名

を
持

つ
渚

は
、

そ

の
大
都
分

が
大
伯

奔
呉

説

話

に
関
係

あ
る
者

で
あ
る
事

を
指

摘

で
き
る
。

こ
の
事

は
、
太
伯
奔

呉

伝
説

が
呉

に
対

し

て
無
関
係

な
事

、

ひ

い
て
は
呉

の
姫

姓

に
非

ざ
る
事

の
決
定
的

な
証
拠

で
あ
る

と
言

へ
や
う

。

以

上

の
事

か

ら
し

て
、
虞

仲

は
虞

に
於

て
建
国

し
た

の
で
あ
り
、
虞

の
近
隣

に
南

方

民
族

が
居

住
し
た
為
、
虞

と
同
音

の
江
南

,

「
呉
」

の
地
方

に
、
太

伯
奔

呉
伝
説

が
訛

伝

し
た
も

の

で
あ

り
、
虞

は
姫

姓

で
あ
る

が
呉

は
姫
姓

で
な

い
事

が
明

ら

か
で
あ
ら
う
η

し

か
ら

ば
虞

仲

は
何
故

に
虞

に
建
国

し
た

の
で
あ
る

か
。
加

藤
常

賢
博

士

は

「
呉
許
呂

姜
姓
考

」
ω

に
於

て
、
姜

姓

は
、
河
西

の
漑
嶽

呉
山

を
祖

神

と
し

て
ゐ
る
事

を
述

べ

て
ゐ
ら

れ
る
が
、
王
先
謹

の
漢
書
地

理
志
補

注

に
よ
れ
ば

禹

貢

山

水

沢

地

篇

、

済

山

在

海

県

西

、

呉

山

国

語

作

虞

山

、

呉

虞

通

、

広

雅

釈

山

作

開

山

、

井

渦

山

ー
…
睡



山

は
又
呉
山

と
も
虞

山

と
も
称

せ
ら

れ

て
ゐ
た

の
で
あ

る
。
そ

し

て
姜

姓

は
太

伯

の
毋
太
姜

の
出

で
た
所

で

あ
る

噌
つ
の
仮

設

と

し
て
母
国

に
逃

れ
る
事

は
最

も
あ

り
得

べ
き
事

で
、

史
記
晉
世

家

に
よ

れ
ば
、

晉
文
公

は

「
重

耳

国
也

」

と
あ

つ
て
、
騎

姫

の
難
を
避
け

て
、
毋
国

狄

に
逃

げ
、
魯
世

家

に
よ

れ
ば
、
季
友

は
慶
仲

を
避

け

て

「
季

亡
在

陳
」

と
あ

つ
て
、
毋
国
陳

に
逃

げ

て
ゐ
る
。

か
く

の
如
き
例

か

ら
見

て
、
虞

仲

が
毋
国

に
逃

げ
る
事

も

あ
り

が
、

や
は
り
虞
仲

建
国
説
話

の
存
す

る
河
東

の
虞

国

に
奔

つ
た

と
見

る
が

剛
応

妥
当

で
あ

ら
う

。

に
せ

よ
、

こ
の
説
話

の
内
容

が
、
周

が
未

だ
王
朝

を
建

て
た
後

で

な

い
事

を
思

ふ
時

、
遠

隔

の
地
即

ち
江
南

の
地

つ
た
事

は
確

か
で
あ

る
。
韓

詩
外

伝

は
宀

薨

、

季

之

呉

、

告

伯

仲

、

伯

仲

従

季

而

帰

、

群

臣

知

伯

立

季

、
季

遂

立

、

れ

に
対

し
て
、

こ
の
呉

が
江

南

の
呉

で
あ

る

と
す

れ
ば
、
崔
述

が
豊

鎬
考

信
録

巻
九

に
、

尤

不

近

情

理

、

古

者

列

国

各

有

彊

域

、

岐

之

去

呉

数

干

里

、

使

命

所

不

能

通

、

王

季

安

能

損

社

去あ

つ
て
、
冏
時

に
又

「
古
者

列
国
各
有

彊
域

、
岐

之
去

呉
数

干
里
、
使

命
所
不

能
通

」
と
言

ふ
批
判

は
、
史

記

の

に
そ

の
ま
ま
雷

へ
る
事

で
あ

る
。

こ
れ

に
関
聯

し

て
、

周
公
奔
楚

説

話
を

と
り
あ

げ

て
見

た

い
。
史

記
周
本
紀

に
、

と
あ

り
、

尚
書

の
金
滕
召

諧
、
洛

黠
、
君
爽

等

及

び
詩

の
幽

風
鴟

麋

九
蟹
等

の
諸
篇

を
見

る
と

、
周
公

は
洛
営

築

成

王
召
公

と
の
間

に
、
隙

を
生

じ
、
東

伯

を
辞

し

て
樊

に
奔

つ
た
事

が
わ
か

る
。

て
、
蔵
琳

は
経
義

雑
記

に
論

衡

を
引
用

し

て
、

感

類

云

、

金

日

、

秋

大

熟

未

獲

、

天

大

雷

電

、

以

風

禾

書

偃

、

大
木

斯

抜

、

邦

人

大

恐

、

当

周

公

死

、

儒

者

説

之

、

為

成

王

狐

疑

於

周

公

以

天

子

礼

葬

公

、

公

人

臣

也

、

欲

以

人

臣

礼

葬

有

王

功

、

狐

疑

於

葬

周

公

之

間

、

天

大

雷

雨

動

怒

示

変

、

以

彰

聖

功

、

此

今

文

尚

書

説

、

古

文

王

崩

、

周

公

居

摂

、

管

蔡

流

言

、

王

意

狐

疑

周

公

、

周

公

奔

樊

、

故

天

雷

雨

、

以

悟

成

王

、

此

一刀闘

㌦

＼＼
、



古

文

尚

書

説

と
…言

ひ
、
古
文

尚
書

説

と
今
文

尚
書
説

は
相
互

に
異

な
る
見

解

な
持

つ
事

を
示

し

て
ゐ

る
。
こ

の
問
題

は
今
尚

未
解

決

の
問
題

で

あ

り
、
臧

琳

も

、

惟

史

記

論

衡

兼

載

両

説

、

為

古

今

文

異

誼

之

明

証

今

分

録

以

詒

好

古

者

、

と
述

べ

て
、
全

く
論

断

を
下
さ

な

い
。
そ

こ
で
史

記
魯

世
家

を
見

る
と
、

、

及

成

王

用

事

、

人

成

讃

周

公

、

周

公

奔

楚

、

成

王

発

府

、

見

周

公

薦

書

・

乃

泣

反

周

公

と
述

べ

て
ゐ
る
。
之

に
対

し
、

翁
注
困
学

紀
聞

引
葉
夢

得

の
言

に
、

是

時

楚

未

有

国

、

公

奚

之

焉

と
言

ひ
、

又
馬

…腸

の
竹
書

紀
年
統

箋
引
邵
宝

の
言

に
、

周

公

避

流

言

、

嘗

居

東

矣

、

魯

公

封

也

、

不

之

魯

、

而

之

楚

乎

と
言

ふ
、

そ

し

て
邵
宝

は
更

に
語

を

つ
い
で
、

据

戦

国

策

、

恵

施

日

、

昔

王

季

歴

葬

干

麓

山

之

尾

、

欒

水

」齧

其

墓

、

季

婦

鼎

銘

日

、

王

在

成

周

、

王

徒

楚

麓

、

左

伝

成

十

三

年

、

遷

晉

候

干

新

楚

、

杜

注

、

新

楚

秦

地

也

、

括

地

志

、

終

南

山

一
名

楚

山

、

在

雍

州

万

年

県

南

五

十

里

、

武

王

墓

在

万

年

県

西

南

三

十

里

、

周

公

奔

楚

、

当

是

因

流

言

出

、

膤

依

干

王

季

武

王

之

墓

地

、

必

無

遠

渉

東

都

之

理

、

郡

疑

、

為

楚

国

謬

矣

、

と
言

ひ
、

馬
陽

は
こ

れ
を
結

ん

で

.

観

成

王

金

執

書

以

泣

日

、

維

朕

小

子

、

其

新

逆

王

出

郊

、

天

乃

雨

反

風

、

則

居

東

為

成

周

之

近

郊

而

必

非

東

都

明

矣

、

と
欝

つ
て
、
成

周

の
近
郊
楚
山

に
周
公

は
奔

つ
た

の
で
あ

る

と
述

べ

て
ゐ
る
。

そ

し

て
傅
斯
年
氏

は
大
東

小
束
説
σ

に
於

て
、

楚

者

荊

蛮

北

侵

後

、

始

有

此

号

、

春

秋

荘

十

、

十

四

、

二

十

三

、

二

十

八

年

皆

称

荊

、

僖

公

元

年

、

「
楚

人

侵

鄭

」

以

下

、

乃

称

楚

、

金

文

有

「
王

在

楚

」

之

語

、

知

其

地

必

為

嵩

山

逸

南

山

麓

之

称

、
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ー史

記

載

周

公

当

危

難

時

、

出

奔

楚

、

如

非

其

封

地

何

得

干

艱

難

走

之

乎

、

此

-亦

魯

在

魯

山

之

一
証

也

何

れ
も
、

「
周
公
奔

楚
」

は
、

周
公

が
南
方

の
楚

国

に
奔

つ
た

の
で
な
く

て
、
近
く

の
王
季
武

王

の
墓

浄
あ

る
楚

山

に

事

を
述

べ

て
ゐ
る
o

れ
ば
地

埋
的
事
情

は
楚

よ
り
も
困

難

で
あ
る
呉

の
地

に
、
未

だ

「
武
王
克
股

」

の
事

も

な

か

つ
た

大
王

の
時
代

に
、

太
伯

数
千

里
も
離

れ
て
行

く
訳

が
な
く
、
必
ず

や
周

の
北
虞

の
地

に
奔

つ
た

で
あ

ら
う
事

が
考

へ
ら
れ
る
。

太
伯
奔

呉

の
伝
説

は
、
呉

国

に
と

つ
て
は
単

な
る
建

国
伝

説

に
す
ぎ

ず
、
従

つ
て
呉

が
姫

姓

で
あ

る
事

は
な

い
。

必
ず

原
虞

国

に
於

て
行

は
れ
た
説
話

が
、
南
方

民
族

に
よ

つ
て
、
江

南

の
地

に
訛

伝

せ
ら
れ
た
も

の

で
あ

ら

う
。

〕ω②㈲ω㈲㈲ω

日
本
中
国
学
会
報
第
十

一
集
拙
論

「
字
に
つ
い
て
」

貝
塚
茂
樹
博
士

中
国
古
代
史
学
の
発
展

左
伝
僖
五
年
杜
注

加
藤
常
賢
博
士

支
那
古
代
家
族
制
度
研
究

昭
穆
制
度
考
参
照

中
国
国
立
中
・火
研
究
院
歴
史
語
書
研
究
所
集
刊
第
二
十
六
本
所
収

撫
藤
常
賢
博
士

日
本
中
国
学
会
報
第

一
集

中
国
国
立
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
第
二
本
第

一
分
所
収
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